
 

船舶インシデント調査報告書 

令和６年６月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（機関故障） 

発生日時 令和５年９月３日 ０６時３０分ごろ 

発生場所 兵庫県姫路市男
たん

鹿
が

島南方沖 

 男鹿島灯台から真方位１８４°１,７００ｍ付近 

 （概位 北緯３４°３８.６′ 東経１３４°３４.９′） 

インシデントの概要  プレジャーボートLavieen
ラ ヴ ィ ア ン

 Rose
ロ ー ズ

は、漂泊中、船外機の運転ができな

くなり、運航不能となった。 

インシデント調査の経過 令和５年１２月２０日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート Lavieen Rose、１.７トン 

２６０－４５２４７兵庫、個人所有 

 ガソリン機関、船外機、４サイクル、出力６６.２kＷ、回転数毎分

５,５００、４気筒、ボア７９.０mm、使用燃料ガソリン、機関製造

年月日不詳、平成１９年３月進水 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特定 

 負傷者 なし 

損傷 なし 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏 

日出時刻：０５時３６分ごろ 

インシデントの経過  本船は、船長が１人で乗り組み、友人１人を乗せ、船外機を停止し

て漂泊し釣りを行った後、船長が、釣り場を移動しようと船外機を始

動したところ、始動してもすぐに停まってしまう状況が何度も続いた

ので、運航不能と判断して錨泊し、１１８番通報して救助を要請し

た。 

 本船は、来援した巡視艇によりえい
．．

航され、僚船がえい
．．

航を引き継

ぎ、姫路市白浜町の定係地に戻った。 

整備業者は、本インシデント後に船外機を点検したところ、冷却海

水ポンプが海水を汲
く

み上げていることを確認する検水口付近のプラス

チック製カバーに経年劣化による亀裂が生じ、そこから船外機内に浸

入した海水によりワイヤハーネス（操縦席から船外機へ制御電気信号

を伝える電線の束）接続部が濡れて、船外機に制御電気信号が伝わら

なくなっていることを確認した。 

 整備業者は、本インシデント前に船長から船外機の定期点検を依頼

された際、使用時間が約１,９００時間に達していたので、新替えを

提案していた。 



 

分析  本船は、船外機の使用時間が約１,９００時間に達していたとこ

ろ、漂泊中、船外機の検水口付近のプラスチック製カバーに経年劣化

による亀裂が生じたことから、船外機内部に浸入した海水によりワイ

ヤハーネス接続部が濡れて、操縦席から船外機に制御電気信号が伝わ

らず、運転ができなくなり運航不能となったものと考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が、船外機の使用時間が約１,９００時間

に達していたところ、漂泊中、船外機の検水口付近のプラスチック製

のカバーに経年劣化による亀裂が生じたため、船外機内部に浸入した

海水によりワイヤハーネス接続部が濡れて、操縦席から船外機に制御

電気信号が伝わらず、運転ができなくなったことにより発生したもの

と考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・長時間使用した船外機を使用する船長は、定期点検等の際にプラ

スチック製部品等の経年劣化の有無も確認し、必要に応じて補修

又は交換すること。 

 


